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地
球
シ
ス
テ
ム
科
学
は
、「
地
球

科
学
」
の
知
見
を
バ
ッ
ク
に
、
水

資
源
開
発
、
防
災
、
環
境
保
全
関

連
分
野
で
活
動
す
る
開
発
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
だ
。
海
外
で
は
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に

よ
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

事
業
の
他
、
国
際
機
関
や
途
上
国

政
府
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
た
事

業
を
20
カ
国
以
上
で
展
開
し
て
い

る
。

　

水
資
源
開
発
で
は
給
水
、
水
資

源
開
発
・
管
理
、
流
域
環
境
管
理

を
コ
ア
事
業
と
し
て
お
り
、
通
常

で
は
対
応
が
難
し
い
乾
燥
地
帯
や

基
盤
岩
分
布
地
域
で
の
資
源
開
発

に
も
貢
献
し
て
き
た
。

　

防
災
分
野
で
は
、
開
発
途
上
国

の
防
災
行
政
機
関
の
組
織
強
化
や
、

防
災
情
報
整
備
、
防
災
教
育
、
リ

ス
ク
評
価
な
ど
に
関
す
る
技
術
を

移
転
し
て
い
る
。代
表
的
な
も
の
に
、

ブ
ー
タ
ン
の
氷
河
湖
決
壊
な
ど
に

よ
る
洪
水
予
警
報
能
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
４
月
、
同
社
は
、

国
内
で
道
路
、
都
市
・
交
通
計
画

分
野
に
強
み
を
持
つ
株
式
会
社
福

山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
中
核
子
会

社
と
す
る
株
式
会
社
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
資
本
業
務
提
携
を

行
っ
た
。
互
い
の
業
務
を
補
完
し

合
う
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

業
容
拡
大
を
目
指
す
。

　

同
社
で
は
、
地
球
科
学
や
土
木

工
学
な
ど
を
学
ん
だ
技
術
系
の
社

員
も
多
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

組
織
・
制
度
強
化
、
人
材
育
成
な

ど
を
専
門
と
す
る
人
文
系
の
社
員

も
在
籍
し
て
い
る
。
海
外
で
は
、

こ
れ
ら
の
技
術
系
・
人
文
系
社
員

が
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
他
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
組
ん
だ
他

社
の
社
員
と
の
協
働
も
珍
し
く
な

い
。

　

そ
の
た
め
、
技
術
力
に
加
え
、

チ
ー
ム
と
し
て
課
題
に
柔
軟
に
取

り
組
む
「
連
携
」
も
重
視
し
て
い
る
。

仕
事
へ
の
誠
意
を
持
ち
、
未
来
の

世
代
に
住
み
よ
い
環
境
を
提
供
す

る
た
め
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い

う
人
を
待
っ
て
い
る
。

水
・
防
災
分
野
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

株式会社地球システム科学

設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
海外拠点
事業分野

募集職種
募集人数
住 所

T e l
M a i l
H P

1991年
4,000万円
45人（2020年２月現在）
東京都新宿区
ボリビア、スーダン
水資源・環境、防災マネジメント、
気候変動対策
河川、上水道、水資源管理、防災他
若干名
〒160-0022　
東京都新宿区新宿1-23-1
新宿マルネビル７階
03-3357-1761
info@ess-jpn.co.jp
http://www.ess-jpn.co.jp
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任せてもらえる
環境

技術者同士
一緒にやれる面白さ

防災事業部 技師
和田 知之さん

北海道大学理学部
地球科学科 卒業

地球システム科学に
入社

北海道大学
理学研究科専門研究員

北海道大学大学院
理学院自然史科学専攻

　父が同業でしたので、開発コンサルタントという
仕事についてなんとなく知識はありました。大学で
水文学を専攻してしばらく研究を続け、8年前に当
社に入社しました。以来、主に防災関係のODAプ
ロジェクトに携わっています。
　当社の魅力は、自由なところ、任せてくれるとこ
ろでしょうか。例えば、現場で少し脱線して書類に
ない自分の興味あることを工夫してみる。そうする
と、自分のやれることも増え、結果としてカウンター
パートに渡せるものも増えたりします。
　自分の理想と現実のギャップが埋まらなくても、
10年くらいいればそのうちできるようになるだろ
うと、間口を広く構えているといいのではないで
しょうか。英語も得意ではないからとあきらめる必
要はないと思います。私も今でも雑談は苦手ですが、
技術的な会話は意外と英語でできるものです。

　現在担当しているJICAのスリランカの土砂災害リスクを軽減するプロ
ジェクトでは、早期警報の精度向上を担当しています。カウンターパート
の意欲も高く手応えを感じていたのですが、3月に新型コロナウイルスの
ため帰国し、今はリモートで作業を進めています。
　やりがいは、相手の求める日本の技術や知見を供給できるところですね。
JICAの「技術協力プロジェクト」というスキームは、国内のプロジェク
トと違って、カウンターパートと開発コンサルタントは、発注者と受注者
ではなく、ある意味フラットな関係です。こういうことで困っている、じゃ
あ一緒にやりましょうと。ここがとても面白いところだと思います。
　防災部門でいろいろ
やってきましたが、そろ
そろ一つ自分の芯になる
ものを見つけたいと思っ
ています。当社の場合、
高い技術レベルを要求さ
れる国内部門と交流があ
るので、そこは刺激にな
りますね。

スリランカのカウターパートと土砂災
害早期警報基準について議論する
様子

現
場
で
は

「
連
携
」
も
重
視

スーダン・ゲタレフ州にて共同水栓の
開通式で歓喜する子どもたち


